




年頭のご挨拶

あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
旧年中は、当連合会の運営及び諸活動につきまして、格別のご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し
上げます。
今日、少子高齢化が急速に進む超高齢社会において、働く意欲のある高齢者の活躍の場として、
シルバー人材センターの地域社会に果たす役割がより一層期待されております。
当連合会では、シルバー人材センターの役割や活動を広く県民の皆様に知っていただくとともに、
多くの方にシルバー事業に参加していただくため、国の委託事業「高齢者活躍人材確保育成事業」に
よる、周知・広報事業、技能講習、就業体験事業を実施し、また、労働者派遣事業等の高齢者の就業
機会の提供事業を推進しております。
しかし、昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大という予期せぬ事態により、社会・経済活動は、
甚大な損害を被ることとなりました。シルバー人材センター事業においても、発注先、会員双方の安
全確保のための就業の抑制、企業等の経済活動の縮小による受注の減少などで、収益の減を余儀なく
されました。当連合会においても、一部の事業の中止・延期や縮小をせざるを得ず、また、派遣事業
においては、派遣先事業所における会員の休業などへの対応も続いております。
厳しい状況でありますが、本年も、地域のシルバー人材センターを支援するとともに、就業機会と
会員の確保・拡大を同時に進め、また、安全就業の確保を重視した事業運営を推進してまいります。
最後になりましたが、関係機関の皆様には倍旧のご指導、ご支援を賜りますよう、併せて会員皆様
のご健勝を祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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年頭のご挨拶

石川労働局長
武　隈　義　一

石川県知事
谷　本　正　憲

社会経済活動の正常化と
企業の競争力強化に向けて

明けましておめでとうございます。令和３年
の新春を迎え、皆様には、謹んでお慶び申し上
げます。また、日頃から県政の推進にご理解と
ご協力を賜っておりますことに、心から感謝申
し上げます。
昨年は、全国的に新型コロナウイルスの感染
が拡大し、県政を取り巻く状況が一変しました。
本県でも昨年２月に初めての感染者が確認され
ましたが、以来、高い使命感を持って献身的に
感染者への治療を行っていただいている医療従
事者や関係の皆様方、そして、県民生活に不可
欠な社会インフラを支えていただいている皆様
方に、深く敬意を表するとともに心より感謝を
申し上げます。
本県経済は、持ち直しの動きはみられるものの、

依然として、人やものの流れは感染拡大前の水
準には回復しておらず、厳しい状況が続いていま
す。このため、引き続き、ありとあらゆる手段を
講じ、厳しい経営環境にある企業の事業の継続と
雇用の維持を強力に支援してまいります。
加えて、融資制度や雇用調整助成金の特例措
置の適用期限の延長を国に強く要請してきたと
ころ、いずれも延長されることとなりました。
これにより、当面のセーフティネットは確保で
きたと考えていますが、引き続き、県内企業の
皆様の声をお聞きしながら、経済・雇用情勢を
注視してまいります。
一方で、引続き採用に前向きな企業もあり、
学生の県内就職、女性・高齢者の就業促進など
の取り組みを進めてまいります。
高齢者の方々が、その能力を十分に活かし活躍

する機会を確保することは、地域社会の活力を維
持するために重要であり、多様な就業機会を提供
するシルバー人材センターの役割は一層重要なも
のとなっています。県としても、シルバー人材セ
ンターの取り組みを引き続き支援してまいります。
この新しい年が皆様にとりまして、明るい展望
の持てる年となるよう心からお祈り申し上げます
とともに、県政に対する一層のご支援、ご協力を
お願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

令和３年の新春をお健やかにお迎えのこと
と、心からお慶び申し上げます。
また、昨年中は、石川労働局の業務運営に
深いご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上
げます。
さて、最近の県内の雇用失業情勢は、長引く
新型コロナウイルス感染拡大の影響で企業から
の求人が大幅に減少し、有効求人倍率が前年を
大きく下回る厳しい状況が続いています。
こうした中、令和３年４月１日から改正高

年齢者雇用安定法が施行され、現在の65歳ま
での雇用確保（義務）に加え、「高年齢者就業
確保措置」を新設し、企業の皆様にとって70
歳までの就業確保措置を講じることが努力義
務となります。
団塊の世代が全て65歳を超え、高齢化が急
速に進行している現在、企業における65歳ま
での継続雇用は定着しつつありますが、今後
迎える超高齢化社会において、社会の活力を
維持し、持続的な成長を実現するためには、
働く意欲のある高年齢者が、年齢に関わりな
くその能力や経験を生かして活躍し続けられ
る「生涯現役社会」を着実に実現していくこ
とが重要なことから、石川労働局といたしま
しても、70歳までの就業機会の確保に取り組
む企業へ65歳超雇用推進助成金の支給等の支
援を実施してまいります。
また、高齢者の皆様が長年培ってきた経
験・知識をいかんなく発揮していただき、社
会の支え手となっていただくためには、高齢
者の皆様の多様な就業ニーズに応じた就業機
会を確保し提供していくことが重要であり、
その中において、シルバー人材センターが果
たしていく役割は、今後、ますます大きなも
のとなってまいります。
石川労働局といたしましても、貴連合会、
石川県と連携を図りながら、シルバー人材セ
ンター事業を通じて多くの方が就業の機会を
得て、社会で活躍いただけるよう、引き続
き、支援を行っていくこととしています。
シルバー人材センター事業の更なる発展と関
係各位の益々のご健勝とご発展を心から祈念い
たしまして、新年のご挨拶といたします。
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令和２年度８月から12月末までの主要事業

連合会に設置している４つの専門委員会は、令和２年３月31日をもって全委員が任期満了となった
ため、新たに委員を選任しました。
専門委員会の開催については、新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、一所に参集すること
は行わず、送付した会議資料による審議をお願いし、ご意見等を文書にて提出いただきました。

８月20日　普及啓発推進専門委員会、就業開拓推進専門委員会
８月21日　安全・適正就業推進専門委員会、交流研修専門委員会

【各専門委員会の審議内容】
・令和元年度実施状況（報告）について
・令和２年度推進計画（案）について
・その他

４専門委員会
８月20日（木）・21日（金）

上記専門委員会と同様に、一所に参集することは行わず、会議資料を送付して行いました。
なお、当日意見交換を予定していた事項については、各実施事業所（センター）における取扱状況
を提出していただき、その報告内容とそれに対する連合会の回答等を、後日各実施事業所に配付しま
した。

【意見交換事項】
・派遣契約期間が終了する場合等の対応
・派遣会員の就業管理
・同一労働同一賃金への対応
・年次有給休暇の対応

派遣業務担当者会議
８月24日（月）

連合会では、令和２年度全国シルバー人材
センター事業協会総会の決議事項に基づき、
桶川秀志会長、増田勉事務局長ほかが、８月
26日（水）に石川労働局、９月24日（木）
に石川県市長会及び石川県町長会、11月10
日（火）に石川県を訪問し、シルバー人材セ
ンター活動への支援要請を行いました。
石川労働局では武隈義一局長、石川県では
南井浩昌商工労働部長にご対応いただき、支
援要請文を手渡し、説明及び意見交換をさせ
ていただきました。

石川労働局等への要請

武隈義一
石川労働局長

桶川秀志
連合会会長
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全国シルバー人材センター事業協会では、毎年10月を「シルバー人材セン
ター事業普及啓発促進月間」と位置付け、全国一斉に地域でのボランティア
活動及び普及啓発活動を展開しています。
今年度も、県内のシルバー人材センター及び当連合会では、同月間中に普
及啓発活動を実施しました。
当連合会では、入居ビル屋上から懸垂幕「シルバー人材センター事業普及
啓発月間　10月１日～10月31日」を掲示し普及啓発に努めました。なお、
例年恒例となっておりますポケットティッシュ等普及啓発用品を配布しての
街頭での周知広報活動は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から残
念ながら中止しました。

普及啓発促進月間活動
10月１日（木）～10月31日（土）

第１回の事務局長会議は、例年６月上旬に開催していますが、本年はコロナウ
イルスの影響で開催を見合わせ、10月にWeb会議の方式により開催しました。
桶川秀志会長のあいさつの後、連合会事務局から次の項目について説明を
行いました。

〇 全シ協からのシルバー人材センター事業に関する情報提供
〇 令和3年度シルバー人材センター関係予算概算要求について
〇 安全就業の徹底について　　　　　　　〇 令和２年度国委託事業について
〇 令和２年度センター支援事業について　〇 労働者派遣事業について
〇 派遣事業における通勤手当について　　〇 派遣事業における休業手当について
〇 新型コロナウイルス感染症へのセンターの対応状況について

第１回県内各センター事務局長会議《Web会議》

桶川秀志会長

10月27日　能美市 10月21日　穴水町 11月９日　小松市

10月28日（水）

労働者派遣事業において、小中学生等や福祉施設利用者の送迎など、人員輸送業務に就労している会員を
対象に、事故防止対策の一環として、平成27年度から本講習を実施し、安全運転のスキル向上と安全意識の
啓発を目指しています。今年度は、10月から11月にかけて、県下13会場において実施し、118名が受講しました。
講習では、自動車運転技能自動評価システム（オブジェシステム）とドライブレコーダーを搭載した
車両（マイクロバス、ワゴン車）を実際に運転し、ドライバーの運転の「クセ」など、運転行動を定量的
に測定します。その測定結果を基に、一人ひとりの診断結果について、講師から解説と運転技能の改善
に関するアドバイスを受けました。これにより、今後の運転業務に大いに生かされる講習となりました。

安全運転技能講習

受講者アンケート※抜粋

Ｑ１ 自分の改善すべき点を把握できたか？ よくできた …64％、ややできた …32％　合計96％が把握できた。
Ｑ２ 指摘されたとおり運転すべきか？　　 とても感じた 84％、やや感じた …15％　合計99％が感じた。
Ｑ３ 安全運転の意識が変化したか？　　　 変わった ……71％、やや変わった 28％　合計99％が変化した。 
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新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、Web会議の方式によ
る開催となりました。
桶川秀志会長のあいさつの後、次のとおり審議が行われ、承認されました。

【審議事項】
〇令和２年度収支補正予算について

【報告事項】
（１）令和２年度代表理事及び職務執行理事の職務執行

状況報告について
（２）シルバー派遣会員への休業手当について
（３）シルバー派遣会員の通勤手当について
（４）安全就業の徹底について
（５）令和３年度「シルバー人材センター関係予算概算

要求」について
（６）令和２年度国委託事業（高齢者活躍人材確保育成

事業）について
（７）周知・広報用DVD（入会促進用・就業開拓用）

の活用について

第３回理事会《Web会議》
12月15日（火）《開催場所：連合会会議室》

桶川秀志会長

Web会議の様子

センター支援講習（連合会の独自事業）
各センターの要望により、会員のスキルアップ（資格取得を含む。）や就業中の事故防止対策、そ
して、シルバー受託事業の主力となる業務の技術向上を図るため、技能講習（センター支援講習）を
実施しました。
※今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、開催回数及び１回あたりの受講人数を縮小
し、また、講習日程も９月以降に繰り下げました。

令和２年12月末日現在

講習名 受講者数開催回数
６回
６回
２回

14回合　　計

66名（ ７センター）
60名（ ９センター）
20名（ ３センター）

146名（11センター）

センター支援講習開催状況

刈払機取扱作業者安全衛生教育
剪定講習
清掃講習

刈払機講習
９月16日　羽咋市

剪定講習
10月28日　七尾市

清掃講習
11月５日　珠洲市
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連絡会議での意見交換

高齢者活躍人材確保育成事業（国の委託事業）　　　　　　　　　　　　

令和２年９月17日（木）、石川県地場産業振興センター第２会議室において、「高齢者活躍人材
確保育成連絡会議」を開催しました。
この連絡会議は、本年度から、国の委託事業に、「シルバー人材センター連合会が中心となり、労

使団体、地方公共団体、労働局が一体となった連絡会議を開催し、地域におけるシルバー人材セン
ターの更なる活用促進を目指す。」とする新たな事業が加えられ、開催したものです。
連絡会議には、以下の機関・団体の方々にご出席いただき、シルバー人材センター事業について、
多岐にわたる意見交換を行いました。

石川県商工会連合会
石川県中小企業団体中央会
日本労働組合総連合会石川県連合会（連合石川）
石川県退職者連合
石川県商工労働部労働企画課
石川労働局職業安定部職業対策課　

当連合会では、連絡会議でいただいた御意見等を、今後の新たな事業展開、会員拡大に向けた施策
に生かしていきたいと考えています。

①　高齢者活躍人材確保育成連絡会議を開催

人生100年時代に、シニア世代が、健康で、生きがいのある毎日を過ごすための一つの選択として、
地域のシルバー人材センターに入会し、シルバー会員となって無理なく就業することや、シルバー内
のサークル活動、旅行等を通じて親睦を図り、充実した暮らしを送ることができるよう、シニア世代の
充実した暮らしのヒントとなる「シニアライフセミナー」を、次の県内３会場で開催しました。

＊能登町11月17日　　＊野々市市12月8日（女性限定）　＊かほく市12月10日

セミナーでは、シルバー人材センターの事業説明に続き、健康運動指導士の元橋　美津子先生から
ボールを使って体幹を鍛える「体力・免疫力アップ」体操の指導をしていただきました。

②　シニアライフセミナーの実施

・高齢者の活躍が言われている中、シルバー人材センターの活用について、シルバーの制
度、働き方についてもっとＰＲし、シルバーが利用しやすい制度であるということを周
知・広報していくことが、一つの課題になっているのではないか。
・産業構造の変化によりサービス業が増加する中、シルバーの女性会員をどのように増やし
ていくかということが、シルバーの今後の発展のポイントになるのではないか。

《連絡会議の意見交換の中で、次のような御意見をいただきました。》

野々市会場でのセミナーの様子

シルバー人材センターの説明 体力・免疫力アップ体操
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テレビCM 新聞広告 折込チラシ

花の植え付け体験

シルバー人材センターの周知・広報事業として、4月～6月及び10
月にテレビCMや新聞広告、バス車体上での広告を実施し、自治体広
報誌等には、年間を通じてシルバーの広告を掲載しています。
また、10月には、県内全域での新聞折込広告を実施しました。

③　シルバー人材センターの周知・広報の実施

就業体験は、シルバーの会員でない方やシルバー会員で職種転換を図る方に対して、シルバー会員、
企業等の協力を得て、実際の作業等についての体験や職場見学を実施するものです。

④　就業体験の実施

令和２年12月末日現在

開催地域 体験者数（人） 内　　容実施数（回）
30
14
27
11

82

37
25
37
15

114

地域別就業体験実施状況

石川中央地域
南加賀地域
中能登地域
奥能登地域
　合　計　

剪定、草刈、清掃、
受付、施設管理、
空き家管理、
家事援助、
花の植え付け作業等

羽咋市９月28日
「調理補助講習」

60歳以上の高齢者の方がシルバーに興味を持ち、自信を持って就業できるよう、必要な講習を行うこ
とによりシルバーの新規会員を増加させることを目的に、技能講習（１講習当た
り１日～３日程度）を実施しています。
県内のシルバーにおいては、仕事によっては、依頼に対応できる会員が不
足している状況もあることから、新規会員確保のため、センター、ハロー
ワーク等と連携しながら本事業を推進することとしています。

⑤　各種技能講習の実施

能登町９月15日
「片づけ収納講習」

令和２年12月末日現在

受講者数（人） 主な講習名開催数（回）

６

３

３

４

1６

53

30

31

25

139

技能講習地域別開催状況

石川中央
地 域

南加賀
地 域

中能登
地 域

奥能登
地 域

開催地域
金 沢 市・白 山 市
野々市市・内 灘 町
津 幡 町・かほく市

七 尾 市・羽 咋 市
志 賀 町・中能登町
宝達志水町
輪 島 市・珠 洲 市
能 登 町・穴 水 町

小 松 市・加 賀 市
能 美 市

ハウスクリーニング、
ガーデニング、刈払機、
ドローン操縦

整理収納、
ラッピング、
調理補助
片づけ収納、ガーデニング
ドローン操縦、果樹剪定

ハウスクリーニング、
調理補助

合　計
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皆様 「新しい時代」を御変わりなく御元気で御過ごしのことと存じます。
紙面の都合で複数回に分けておりますが、前回に続きシルバー会員の業務中の災害として稀ならず
起きており、生活の質を大きく損なう原因となる骨折を防ぐための話題です。前回は骨粗鬆症を予防
する運動と食事に関して書かせて頂きましたが、今回は食事の中でもカルシウム吸収の為に大切なビ
タミンＤに関して少し詳しく書かせて頂きます。

ビタミンＤは皮膚でも作られる
骨粗鬆症の予防に不可欠なカルシウムの小腸での吸収にはビタミンDが必要で、「サケ，サンマな

どに多く含まれ，イワシ丸干やシラス干も重量当たりではビタミンDが豊富である」と前回書きまし
たが、実はビタミンＤは私達の皮膚でも作られるのです。
但し皮膚内のある種のコレステロールをビタミンＤに変えるには紫外線が必要です。これが海水魚
にビタミンＤが多く含まれる理由なのですが、陽のあたる海面でプランクトンが紫外線を受けてビタ
ミンＤを大量に作り、それを沢山の小魚が食べ、更にそれを大きな魚が食べ、という食物連鎖が存在
します。この御蔭で海水魚を日常的に食べていれば、太陽光を浴びなくとも直ちにビタミンＤが欠乏
することはないと言われています。
これを裏付ける大変興味深い大規模な研究結果があり、ヨーロッパ各地の人々の血液中ビタミンＤ
を計測したところ、太陽光を浴びる機会が少ない北欧の人々にビタミンDが多いことが判明しまし
た。一見「紫外線」と矛盾する結果なのですが、食習慣の比較検討により海水魚を多く摂取すること
でビタミンＤが補われているのだろうと結論されています。中世の北欧で鱈が多く食べられたのは、
宗教上の理由や単に畜肉を補うものとして説明されていますが、案外本能的にビタミンＤに富むもの
を摂取していたのかも知れません。
もっとも食物だけではビタミンＤは不足すると感じられていたらしく、日本人から見れば呆れるほ
ど盛んな日光浴も骨粗鬆症を防ぐため確立された習慣なのだと思われてきます。

ビタミンＤ欠乏を防ぐ為に肌が白くなった（?）
日焼けしない（紫外線で赤くなるだけの）白い肌もビタミンＤ欠乏を防ぐ為の変化だと考えられて
います。肌に色が有るのはメラニンという色素の為で、その役目は紫外線から皮膚を護ることです。
新石器時代に北欧へ移住した人々（現代の北アフリカや中東に多い容貌に似ていたと推測されていま
す）は、乏しい紫外線でもビタミンＤを産生する方向で、メラニンを減らす進化を遂げたと考えられ
ています。ある遺伝学的計算では褐色の肌の集団が白い肌の集団に変わるには、白い肌の遺伝子を持
つ人が褐色の肌の遺伝子を持つ人より平均２％多い子供を持つ（太陽光の乏しい土地ではビタミンＤ
を多く産生出来ることが「くる病」にならない等の点で生殖に有利に働くと考えられるので）として
5000年かかるとされています。
ビタミンＤ欠乏を克服できず倒れた人々の長い歴史を思うと、毎日の食事に気を付け、晴れた日に
は適度の日光浴を兼ねて散歩しようという気にならざるを得ません。

おわりに
今回は骨粗鬆症を予防する食事の中でもカルシウム吸収に大切なビタミンＤに関して書かせて頂き
ました。
骨粗鬆症に対する治療薬の進歩に関して前々回に触れましたが、薬が効果を現わすにはカルシウム
とビタミンが十分に摂取されている必要が有り、骨粗鬆症予防の為だけではなく治療の際にもビタミ
ンＤは重要と謂えます。
次回はカルシウムを多く含む食品として必ず挙げられる牛乳に関して書かせて頂きます。
今回も御読み頂きまして誠に有難うございました。
新型コロナウイルスに負けず益々御元気で御活躍下さいませ。

公益社団法人 石川県シルバー人材センター連合会　　産業医 井上　一彦

衛生委員会 掲示板
骨折を防ぎましょう
　　　その4（ビタミンＤについて）

さん せい

さん せい
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石川県内のシルバー人材センター所在地

県内の各シルバー人材センターの活動
　県内各地域18のシルバー人材センターの活動を紹介します。
　例年であれば、10月の「普及啓発促進月間」に、ボランティア活動や街頭での普及啓発活動な
どが活発に行われ、その様子などもお伝えしていますが、令和2年は、コロナ禍の影響で、中止や
縮小が相次ぎました。各センターでは、不自由な状況にありながらも、独自事業、あるいは地域と
の交流を深める各種イベント、女性会員拡大に向けた催し、会員の親睦活動など、コロナ禍の中で
の安全対策を心がけて、各種活動を実施しました。

①珠洲市シルバー人材センター
②輪島市シルバー人材センター
③能登町シルバー人材センター

④穴水町シルバー人材センター
⑤志賀町シルバー人材センター
⑥七尾市シルバー人材センター

⑦中能登町シルバー人材センター
⑧羽咋市シルバー人材センター
⑨宝達志水町シルバー人材センター

⑩かほく市シルバー人材センター
⑪津幡町シルバー人材センター
⑫内灘町シルバー人材センター

⑬金沢市シルバー人材センター
⑭野々市市シルバー人材センター
⑮白山市シルバー人材センター

⑯能美市シルバー人材センター
⑰小松市シルバー人材センター
⑱加賀市シルバー人材センター

シルバー連合会いしかわ● 9



★グラウンドゴルフ大会
９月28日（月）に、恒例のグラウンドゴルフ大会を開催しま
した。今年度入会された方も参加し、秋晴れの下、楽しくプレー
しました。

★普及啓発活動の実施
10月17日（土）の
シルバーの日に、公共
施設・宿泊施設の３か
所と、市内（大谷地
区）で、会員による除草や清掃、空き缶拾いなどの奉仕活動を
行いました。

★独自事業　ミニ門松製作
年末に向けて、ミニ門松を会員が製作します。材料の調達か
ら一つ一つ手作りし、100個限定で販売し毎年完売しています。

① 公益社団法人珠洲市シルバー人材センター

★千枚田での奉仕活動
奉仕活動として世界農業遺産の象徴とも言える白米千枚
田の田植え（５月）・稲刈り（９月）に毎年参加しています。
今年はコロナ禍の影響により、都会に住むオーナー会員は
参加を見送り、地元住民のみで実施しました。

★しめ縄作りと販売
しめ縄作りの講
習会を繰り返し実
施してきた結果、各会員の技術も段々に向上してきました。現
在では、当センターのショップ「よっていかんけ店」での販売
は元より、市内外のスーパーや農協販売所等からも引き合いを
いただき、会員さんが丹精したしめ縄を納品しました。販路が
広がって会員さんの励みにもなっています。

② 公益社団法人輪島市シルバー人材センター

★独自事業
・今年もふるさと納税に出品するため、独自のブランド米を栽培し、稲刈
りを会員５名で実施しました。刈り取った稲の束は「はざ木」にかけ、
天日干しにします。太陽の光を浴びておいしく乾燥された「はざ干し米」
として出荷しました。

・ドローン講習を受講した会員さ
んが、所有の田で練習を兼ねて
稲の育成状況の確認をしました。
また、ドローンは空き家管理に
も大いに活躍しています。

・会員拡大のため、今年度から住民、会員を対象に独自の調理講
習会を隔月で実施しました。毎回10人前後の方が、地元産の食
材等を使った講習に参加しました。

③ 公益社団法人能登町シルバー人材センター
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★蕎麦屋「そば処　大仏庵」
独自事業として始めた、手打ち蕎麦屋の「そば処　大仏庵」も、
開業２年がたちました。新型コロナウイルスのため４月・５月と休
業いたしましたが、現在は、通常に戻り営業をしています。
11月１日から15日までは能登長寿大仏のライトアップがあり、
県内外からのお客様でにぎわいました。

昨年度から年越しそばの販売も始め、お客様にも好評をいただ
いています。
会員の就業拡大の場として、また海岸線から風光明媚な穴水湾
を眺めながら能登大仏までの遊歩道（約2,000ｍ）を散策後に一
息つける皆様の憩いの場所、観光客の休憩場として利用できるよ
う、スタッフ一同、頑張っていますので、皆様のお越しをお待ち
しています。

④ 公益社団法人穴水町シルバー人材センター

★クラフトカゴ作り教室
当センターが指定管理を受けている地域福祉センターでは、
「クラフトカゴ作り教室」を開いてます。今年度開始を目指して
準備をしていたものの、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
自粛しておりましたが、外出自粛緩和に伴い、感染予防、拡散防
止を徹底し、７月からようやくスタートすることができました。
地域から希望者を募り、会員さんが講師を務めて、週１回の教室を運営しています。始めは３人からの

スタートでしたが、少しずつ人数も増え楽し
くカゴ作りをしています。10月には作品展を
開催する程に皆さん上達しました。
教室への参加を機に入会した方もおられ、
今後も会員の増員につなげていきたいと思い
ます。

⑤ 公益社団法人志賀町シルバー人材センター

★ななおあすなろ会「ボウリング大会」
当センター互助会の“ななおあすなろ会”では、会員さんの親
睦と冬場の運動不足解消を兼ねて、毎年ボウリング大会を開催し
ています。景品も用意され大人気で、大勢の方が楽しんでおられ
ます。本年度も２月に開催予定です。

★普及啓発促進月間のボランティア活動
10月７日（水）に、会員さんからの提案で清掃・除草・剪定のボランティアを、市内３か所で行いまし
た。会員さんの、地域やセンターへの愛情が感じ取れる嬉しい作業現場でした。

★ふれあいの集い
年２回のビッグイベントです！
今年の春（１回目）は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

中止としました。「秋こそは必ず実現したい！成功させたい!!」の思い
で、10月10日（土）にセンター一丸となり、感染回避対策（来場者
の検温・連絡先の記入依頼・消毒の徹底・ソーシャルディスタンス
の確保）を徹底して開催の運びとなりました。そして思いが届き、当
日は快晴！400人程のお客様にお越しいただき大盛況・大成功です！

⑥ 公益社団法人七尾市シルバー人材センター

令和２年２月の大会風景
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★「シルバーの日」の普及啓発活動
10月17日（土）に、町内の大型店舗の店頭で、来客の多い午
前11時過ぎからのぼり旗を掲げ、普及啓発活動を展開しました。
コロナ禍対策としてマスク・ビニール手袋を着用し、ＰＲチラ
シや啓発グッズを配りました。地域での困りごとのお手助け役
としてのシルバーの存在を宣伝し、高齢者就業支援につなげて
いくためにも、このような啓発活動は欠かせず、頑張ります。

★独自事業「ハウス村」
ハウス内で四季折々の野菜や花きを栽培し、道の駅等に出荷して販
売しています。ここでは、石川県が独自開発したエアリーフローラ（フ
リージア）も栽培しており、令和２年３月には８千個の球根が見事な花
をつけました。コロナ禍の影響で暗いニュースが続く中、地元中学校の
卒業式で、卒業生全員に花言葉である「希望」の願いを込めてエアリー
フローラを贈りました。そして10月には前年の倍にあたる１万６千個の
球根を植え付け、３月に華麗な花が咲き揃うのを楽しみにしています。

⑦ 公益社団法人中能登町シルバー人材センター

★ボランティア美化活動
10月１日(木)、「道の駅のと千里浜」において、雨上がりの
早朝にもかかわらず会員職員56人が参加し、清掃ボランティ
ア活動を行いました。道の駅は、コロナ自粛の中でも県外か
らの来客が多く、羽咋のイメージアップにつながっています。

★独自事業eco農園班の活動 ～芋ほり作業～
10月中旬、恒例のサツマイモ収穫を行いました。のと金時、
紅はるか等の選別、出荷作業も順次進めてきました。今年は
シルバーフェスタが中止となり、出品が叶いませんでしたが、
焼き芋に最適な大きさで、「道の駅のと千里浜」や「ＪＡグ
リーン」、当センターでの販売、学校給食に提供しています。

⑧ 公益社団法人羽咋市シルバー人材センター

★エアリーフローラ栽培
会員確保・拡大のため、女性でも取り組める作業として今年
度からエアリーフローラの栽培を開始しました。エアリーフ
ローラは石川県のブランドでもあることから、県の協力による
栽培講習会や実地研修会を終えて、現在、男性７名・女性５名
の12名の会員が取り組んでいます。今後、咲いた花を町民等
にＰＲし、女性会員の増加につなげられるよう期待したいです。

★ボランティア活動
10月27日（火）、「特別養護老人ホームちどり園」で約25
名の会員が集まり、除草・剪定ボランティアを実施しました。
毎年恒例の行事となっているため、会員それぞれが声を掛け
合い、段取りよく作業する姿が見られました。綺麗になった
園内を見た施設の方からの感謝の言葉に、やりがいを感じる
一日でした。

⑨ 公益社団法人宝達志水町シルバー人材センター
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★ブドウ狩体験会開催
令和元年度より、栽培継続ができなくなったブドウ畑を借りて、ブド

ウを栽培し、会員の皆さんへの販売を行っています。
８月８日（土）には、今回が２回目となるブドウ狩体験会を実施しまし
た。今年はコロナ感染防止のため、人数制限等を設けた開催となりまし
たが、参加者には収穫の楽しさを存分に体験していただけたようです。

★ボランティア清掃
11月12日（木）、かほく市七塚中央公園でシルバー会員39名
と役職員が参加して、主に落ち葉拾いを実施しました。
当日は天候にも恵まれ、会員さんたちは和やかな雰囲気の中
で竹ぼうきやてみを使って作業を進め、軽ダンプ８台分の落ち
葉を集め、園内の美化に汗を流しました。

⑩ 公益社団法人かほく市シルバー人材センター

★シルバー事業を知ってもらうため活動しています
10月17日（土）午前７時から１時間程度、シルバー人材センター

会員37名が、「サンライフ津幡周辺」「中央公園周辺」「中条公園周辺」
の３か所で「ボランティア清掃」を行いました。昨年までは、町内の
スーパーでチラシや啓発グッズを配布しておりましたが、今年は、新
型コロナウイルス感染症の対策として３密を避け、ボランティア清掃

を実施したものです。

★剪定講習会
剪定作業員の後継者育成のため、津幡町シルバー人材センター独
自の事業として10月28日（水）・29日（木）の２日間、剪定リー
ダーとして活躍する会員を講師として講習会を開催しました。
参加者は、講師による実践的な指導に触れたことで興味をもち、
就業につながりました。

⑪ 公益社団法人津幡町シルバー人材センター

★普及啓発促進月間活動
今年度は、新型コロナウイルスの影響で、ほとんどのイベントを
中止しました。そんな中でも「普及啓発促進月間活動」として、
10月22日（木）に、有志の会員さんに元気をいただきながら、除
草ボランティアをさせていただきました。久しぶりに会う会員同士
で、「元気か～」「どうしてた？」とお互いに声を掛け合い、町の歩
道や道路の除草を開始すると、みるみるうちに綺麗になりました。
改めて、皆さんのパワーは、すごいと感じました。

★マスク作り
コロナ感染症対策の一つとして必需品のマスクが不足し
ていた時期もありました。当センターでは、地域の皆様のお
役に立てるよう、マスク作りも始め、“マスクでおしゃれし
て、気分を上げていこう！”と販売をしております。最近で
は、友達へのプレゼントにと、受注生産の依頼もあり、会員
も楽しんで作っております。ちょっと覗いてみませんか。

⑫ 公益社団法人内灘町シルバー人材センター

シルバー連合会いしかわ● 13



★金沢市営自転車等駐車場
当センターは、金沢市より金沢市営自転車等駐車場計44か所（暫定
駐輪場７箇所含む）の指定管理者に選任されました。市内中心部に集
中して設置されていることもあり、利用者はとても多く、たくさんの
会員が春夏秋冬、早朝から深夜まで汗水を流し自転車等の整理を行っ
ています。また、利用者への親切な応対技術も求められるため、会員
に対する接遇研修等も実施し、管理員の資質向上に努めています。

★女性対象入会説明会
女性会員の拡大を目的に、令和元年度より女性を対象とした入会説明会

を年２回程度開催しています。シルバー人材センターの仕組みや入会方法
の説明、女性会員が実際に就業した際の体験談発表もあります。参加者に
は、粗品のプレゼントやヨガ体操・篠笛の演奏など、簡単なレクリエーショ
ンも取り入れているのでとても好評です。昨年度の女性会員は、平成30年
度比で21人の増加となり、女性会員の拡大に大きくつながっています。

⑬ 公益社団法人金沢市シルバー人材センター

★ちょっこしマーケット
８月11日（火）、家庭菜園をしている会員が作った野菜を
持ち寄り、センター内で販売しました。今年初めての試み
だったので、お客様が誰も来なかったらどうしようという不
安な気持ちの中開催しました。しかし、ふたを開けてみれば
野菜は開始30分で完売となり、一緒に出店した手芸サーク
ルの手作り品も次々に売れて盛況のうちに終了となりました。

来年からも続けて開催する予定です。

★１の１マルシェ
普及啓発月間の取組として、９月27日（日）に野々市中央公民館
で開催された野々市市観光物産協会主催の「１の１マルシェ」に、
手芸サークルのメンバーが出店しました。今年度は、様々なイベン
トが中止となる中で、多くの来場者がありました。サークルのメン
バーは、次回もイベントがあれば参加したいと意欲的に作品作りに
取り組んでいます。

⑭ 公益社団法人野々市市シルバー人材センター

★パソコンに関するお仕事
センターで長年取り組んでいるパソコンに関する業務で
すが、簡単な文書作成や名簿作成、はがき印刷等様々なパ

ソコンに関する業務を行ってお
り、市内公民館や発注先にも出
向いています。また、それに携
わる会員もスキルアップのため、会員同志で月２回勉強会を行っています。
　

★ボランティア活動の実施
普及啓発促進月間に伴い、10月９日（金）に、こがね荘にて約40名の参加
のもと清掃ボランティア（除草、落ち葉清掃）を行いました。
毎年恒例行事となっており、コロナ禍の中での開催でしたが、たくさんの
会員に参加してもらいました。

⑮ 公益社団法人白山市シルバー人材センター

● 2021.1　45号14






	表紙
	表2_表3
	49号ページ組

